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Ⅰ 入門編 

１．何から始めたら良いのですか 

(1)『のんびり・わたし流の野菜作り』を楽しんでください  

頑張りすぎない、拘
こだわ

りすぎない、成果を急がないことが大切です 

(2)心穏やかに・・・家庭菜園を始める目的は人それぞれに違いますが、

ストレスの解消など心の癒やしを期待する方が多いようです。 
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２．何を作ったら良いですか 

(1)『食べたい・食べさせたい野菜』を優先します 

(2)頻繁に来園できない方は、毎日の収獲が必要なキュウリ、ズッキ 

ーニ等は避けて収穫が遅れても影響の少ないものを選びます 

(3)一株からの収穫量を参考に大まかな栽培本数を決めます（下表） 
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３．作付けをイメージしてみよう 

栽植密度の表(p13)を参考にして配置図を書いてみましょう 
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４．植え付けは何時頃から始めますか 

(1)実を付ける野菜は寒さに弱く、幼苗は霜に当たると枯死します。 

遅霜の危険性が少ない５月下旬（５／２０）以降に植え付します 

(2)５月の連休に店頭に苗が並んでもはやる気持ちを抑えましょう 

早くに購入した場合は外気に馴らしてから移植します（順化:p18､

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｽ 59）。 
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５．何を準備すれば良いのですか 

(1)身支度  

   野外活動なので寒さや虫刺されなどから肌を守る対策をします 

(2)野菜を育てる道具と資材 

最低限必要なものを準備して、後はその都度買い足します 
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６．雑草の発生を抑える方法は・・・ 

(1)除草剤は隣地への飛散事故が心配なので手取り除草が主体です 

除草作業は体力を消耗するので防草シートでの防除がお勧めです 

(2)雑草の成長には水、空気、光の３要素が必要です。防草シートはこ

のうちの光を遮断して生育を抑えます 
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７．保温資材の種類 

(1)５／下の朝夕は冷えます。作物の根や茎葉を暖めて生育を促します 

(2)地上部を暖める行 燈
あんどん

やトンネル、地面を暖めるマルチがあります 

７-１ あんどん（ホットキャップ） 

簡便な保温手段で部品や完成品がホームセンターで売られています 
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７－２  トンネル 

(1)トンネルはアンドンやホットキャップに比べて容積が大きいので

保温力は増します。 

(2)種類はビニールやポリエチレンフイルム、不織布があります 

不織布は換気の手間が省けるので家庭菜園にはお勧めです 
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７－３   マルチ 

(1)土の表面をシート等で覆うことをマルチすると言います 

(2)マルチの効果は土壌水分の蒸散を抑え、地温を上げて生育を促進

し、光を遮断して雑草の発生を抑える等です（ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｽ冊子

p56、p57） 

(3)素材は黒色のポリエチレンフイルムが一般的です 
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８．野菜に肥料は必要か・・・ 

(1)野菜畑では収穫と同時に養分を持ち出すので肥料が必要です 

(2)肥料には動植物由来と自然界の鉱物、化学合成したものがあります 

(3)野菜本来の特徴を発揮させるために窒素、リン酸、加里（３要素）の

施用の目安があります（北海道施肥ガイド 2015：施肥標準と言う） 
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(1)必要な肥料成分を手持ちの肥料で何グラム入れたら良いのかを計算 

します（肥料計算）。算出された量を計量して施要します。 

(2)３要素を正確に合わせる必要はなく、生育に影響の大きい窒素に合 

わせて計算します。他の成分は多少の増減があっても構いません 

 

９．肥料の与え方と計算方法 
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１０．畝幅と株間の取り方（裁植密度） 

(1)『一定面積に何株植えれば良い野菜がとれるか』の目安があります

（裁植密度と言う）。 

(2)茎葉が大きくなる野菜は 1 株当たりの占有面積が大きくなります 

主な野菜の事例を別表で紹介します(p13、ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｽ資料編 

p1～p3) 

(2)園芸書などで聞きなれない用語がありますので以下に説明します 
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１１－１ タネのまき方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．植え付けの方法は・・・ 

(1)生育期間が短い野菜や根を食べる野菜は種を蒔きます 

(2)生育期間が長い野菜や暖かい気候を好む野菜は苗を植えます 

(3)たねを播く、苗を植えるどちらでも良い野菜もあります 

 

 

②農家さんの栽培経験や農業試験場の研究成果から『この方法で作れば

良い野菜が穫れる』と言う目安があります（栽培技術体系という）。 

②各野菜の『栽培技術体系』に添って紹介します 
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果菜類の移植は地温１５℃が確保できる時期が望ましいです 

(1)苗を植える前には苗と植え穴にたっぷり潅水します 

(2)植え穴の水が引いたら下図に添って植えます 

１１－２   苗の定植 



菜園入門講座（R8.4.26） 

16 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)馬鈴薯は緑化イモの発生を防止し、長ネギは軟白部分を長くする目 

的で生育の途中に土寄せを行います(ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｽ冊子 p23) 

(2)土寄せの土を十分に確保するために、畝幅を広めに確保し他の野菜

に比べて深めの植え溝を設置します 

１１-３  土寄せが必要な野菜の植え方 
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(1)活着期と肥大期には土壌水分が重要なのでマルチを設置します 

(2)イモは下に向かって肥大するので、生育の領域を大きくするために

高畝が必要です。平畝ではイモは長くならずに丸くなります 

(3)『高畝・マルチ栽培』が必須です(ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｽ冊子 p64) 

をします 

１１－４   さつまいもの植え方 
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１０．ゴールデンウイークに苗を植えても良いか 

(1)果菜類は地温が１５度以上になる５月下旬～６月上旬が適期です 

(2)早くに購入した苗は外気に馴らしてから移植する(順化
じゅんか

と言う p4) 

(3)直ぐに植える場合はマルチをして、行燈や不織布のトンネルで暖 

めます(P7､P8､p9) 

１８（ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｽ冊子 p59） 


